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	█出演者

グロービング株式会社 田中 耕平様代表取締役社長 CEO

著名投資家 DAIBOUCHOU

株式会社フィスコ マーケットレポーター 高井 ひろえ（司会進行役）
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	█冒頭のあいさつ
▲フィスコ　高井
皆様、こんにちは。フィスコマーケットレポーターの高井ひろえです。今回は、グロービング株式会社　代表

取締役社長 CEO　田中耕平様にご登壇いただき、著名投資家 DAIBOUCHOU さんから気になる質問をぶつ

けていただきます。それでは、本日登壇いただく、田中様、DAIBOUCHOU さんをご紹介させていただきます。

まずは、グロービング株式会社　代表取締役社長 CEO　田中耕平様です。よろしくお願い致します。

■グロービング　田中様
こんにちは。本日はよろしくお願いいたします。

▲フィスコ　高井
田中様は、京都大学大学院を卒業後、アクセンチュアの戦略グループや楽天グループ社長室を経て、現在はグ

ロービング株式会社の代表取締役社長を務められています。

アクセンチュアでは事業戦略やクロスボーダー M&A など多岐にわたるプロジェクトを牽引され、楽天グルー

プでは新規事業の責任者として、経営の最前線で指揮を執ってこられました。戦略立案からデジタル変革、そ

して実事業の経営まで熟知された、まさに『理論と実践』を兼ね備えたプロフェッショナルです。

続いて、著名投資家の DAIBOUCHOU さんです。よろしくお願いいたします。

●DAIBOUCHOU
こんにちは。本日はよろしくお願いいたします。

▲フィスコ　高井
DAIBOUCHOU さんは、200 万円の元手を一時 10 億円に乗せた実績を持つ著名な個人投資家です。2000

年 5 月に株式投資開始し、IT バブル崩壊時の暴落を資産バリュー株で回避し、不動産株への逆張り投資で

2004 年 10 月に資産 1.5 億円を達成。リーマンショックでその大半を失うという壮絶な経験をされました。

しかし、そこから独自の『超分散投資』へとスタイルを昇華させ、再び資産 10 億円の大台へと返り咲き、X（旧

twitter）のフォロワーは 14 万人を超えています。

田中様、DAIBOUCHOU さん、よろしくお願いいたします。

それでは、まずは、田中様に企業説明を実施いただきます。DAIBOUCHOU さんも適宜気になる点などござ

いましたらお話しいただければ幸いです。よろしくお願いいたします。
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	█企業説明
■グロービング　田中様
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Agenda

1.会社概要及び成長戦略

2.2026年5月期 3Q業績

3.Appendix

グロービング株式会社の会社概要と成長戦略について説明します。
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会社概要
GLBはクライアントの中に入り込み、AIを最大限に活用した圧倒的な生産性向上をサポートするAIカンパニーである

多くの日本企業の抱える問題

➢経営者の右腕として動く経営人財を送り込み、
ハンズオンで経営課題の解決をサポート

グロービングの
経営人財

➢競争力の源泉である企業内の暗黙知・ノウハウをAI化
➢独自のAI-PFを活用することでホワイトカラーの
行う中間業務を代替し、圧倒的に効率化

の取り組むサポ―ト

➢AIによる匠ノウハウ伝承、効率化により、
現場オペレーションを強化/効率化

➢ 経営人財~現場人財まで、
今後更に過酷化する人手不足

➢ グローバル対比で低い生産性
➢ 企業内に蓄積された暗黙知・
ノウハウが未伝承

管
理
層
・
現
場
層

経
営
層

GLOBE-INGはAIの活用によりクライアントの抱える
労働力不足や低生産性などの社会課題を解決する

不足人員

AI

2021年3月に4人で立上げ、5年で約300人の体制まで成長

会社概要についてですが、現在、多くの日本企業が深刻な経営課題に直面しています。今後は経営層から現場

に至るまで、人手不足がより一層進むと予想されており、諸外国と比較しても生産性の低さが目立つ状況です。

こうした課題に対し、当社は経営人財を送り込む支援から事業を開始しました。現在は AI を活用し、事業運

営を効率化するだけでなく、企業内に蓄積された暗黙知を AI に組み込んでいます。これらを AI プラットフォー

ムとして提供することで、単なる効率化にとどまらず、企業の競争力そのものを高める取り組みを行う「AI

企業」として事業を展開しています。

2021 年 3 月に 4 名で設立した会社ですが、5 年で約 300 名規模の体制へと成長しました。今年の 4 月 30 日

にはプライム市場に市場変更しており、着実に成長を続けている企業です。
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企業説明
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AIで代替する対象業務
コンサルティング含むホワイトカラー/企画管理業務の900兆円～が将来的にはAIで代替される世界が来る

経営意思決定
(経営者)

ホワイトカラー/企画管理/コンサル業務
中間管理業務

財務分析

マーケ分析

900兆円～1)にAIでの
代替可能性がある

注) 1.ILOSTAT等より推定

(各国の該当の職業分類×平均収入×代替割合によって推定)

現場業務オペレーション
（生産、製造、営業廻り、在庫管理・・・等）

資料作成

リサーチ

KPI管理 ・・・

AI

AI が代替していく市場については、経営者の意思決定と、製造や営業といった現場のオペレーションの間に

ある領域に注目しています。具体的には、ホワイトカラーの業務や企画管理、コンサルタントが担う業務など

を含め、グローバルで約 900 兆円の市場規模があると見ています。これらの領域は、AI で代替できる可能性

が高いと考えています。 当社は、実際に AI を活用して、その領域の業務を代替していくことを進めている企

業です。
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GLBが目指す業界変革の姿
GLBはノウハウをコンサルタントから切り離しAI・デジタルを軸に提供することで、生産性を高め、人員数に依らない成長を目指す

ビデオ

コンサルティング

コンテンツ

運転手

ノウハウ

DVD

プロドライバー

コンサルタント

インターネット

ギグワーカー

AI・デジタル

業界変革の考え方
What HowWhere

情報探索 データベース

紙媒体

オンライン
プラットフォーム

タクシー

一人当たりの
生産性

時間

現在地
（A地点）

●
●

（A’地点）

AI

人工ビジネスの延長線上

AI/デジタルを活用した
コンサルティング
サービスの再定義

コンサルタント

ノウハウを人から切り離し、
AI/デジタル化

目指す姿 (イメージ)

・・・

AI活用による
人の頭数に依らない
高い生産性の実現

一般的な
コンサルティングファーム

デジタル

NETFLIX

Uber

Google

AI

当社が目指している業界変革は、コンサルティングを起点としています。これまでのコンサルティングにお

けるノウハウを重要視しながらも、それをコンサルタントという「人」が提供する形だけに依存しません。

AI やデジタルツールを組み合わせて提供することで、人の頭数に依らないビジネスモデルへの転換を目指し

ています。

これにより、クライアントへ確実に価値を届けられると考えています。クライアント企業自体をより強くして

いくことが、当社の展開するサービスの目的です。
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グロービングの目指す "経営OS" 
クライアント企業への経営OSの埋め込みを通じて、成長基盤としてクライアント企業の事業成長を支える

経営OS 企業の成長を支える①経営人財×②意思決定AI×③暗黙知PF
クライアント企業内でのGLB経営OSイメージ

全社横断/変革PJT
経営層

現場業務
オペレーション

営業 調達 製造 物流

経営管理
意思決定AI

中計策定
意思決定AI

企画策定
意思決定AI …

営業支援
意思決定AI

調達最適化
意思決定AI

設備保全
意思決定AI …

暗黙知PF

Data Transformation Engine

暗黙知AI化
Engine

インダストリ/ドメイン
ナレッジDBAI-PF

SCM

CRM

ERP G
LB

経
営OS

クライアント
GLB

1

2

2

3

クライアント
経営者

①経営人財
JIによる経営者の右腕送込み

②意思決定AI
ドメイン毎にコンサルノウハウを
組込んだ意思決定支援アプリ

③暗黙知PF
企業哲学・匠ノウハウのAI化
を爆速で実装するためのPF

×

×

AI

AIAI AI

AI

AIAI AI

サービスの提供形態については、3 つの要素を「経営 OS」としてクライアント企業に組み込んでいます。

第一に、経営者の右腕となる経営人財を送り込む「Joint Initiative 型（JI 型）」の支援です。出向や派遣など

の形態を含め、プロフェッショナルな人材を企業内へ直接投入します。

第二に、意思決定をサポートする AI プラットフォームの提供です。これは一般的に「Vertical AI」と呼ばれ

るもので、経営管理や中期経営計画の策定、企画支援から、営業や調達の最適化までを支援します。

第三に、それらを支える「暗黙知プラットフォーム」です。近年、企業の競争力の源泉と言われる、組織内に

眠る暗黙知を AI 化するための基盤を提供します。

これら 3 つの要素を統合的に導入することで、企業の変革を推進しています。

© Globe-ing All Rights Reserved. 7

JIから発展し、AIを主軸に置くビジネスモデルへ転換
経営OS提供により、Biz効果をもとにした利用料課金モデルへ大きく転換し、人工ビジネスからの完全脱却を狙う

JIによる経営人財配置
(ナレッジ獲得/強化) 意思決定AI共同開発/

暗黙知PF構築・強化
暗黙知PFをレバレッジした

和製Palantir化•経営人財を経営者の右腕として配置し、
投資意思決定/事業実行に関与
JI経営人財は400~500人程度まで
拡大を目指す(日本国内)

•共同開発での意思決定AI(GLBくん、AI議
事コン、スペンドインテリジェンス)構築(数カ月)

•暗黙知PFの原型の確立/開発

•暗黙知PFにより意思決定AIの開発爆速化
(コンサル×エンジニアの和製FDEが開発)

•加えて、Bizインパクト早期導出を実現

▼現在 意思決定AI/暗黙知PFの進化

クライアントXX社

クライアントメンバー

クライアント
経営者

全社横断/変革PJT

出向
ナレッジ
蓄積/強化 ¥ コンサルフィー/

出向費用

コンサルフィーモデル 共同開発費モデル 利用料課金モデル
クライアントXX社

暗黙知PF

コンサル AI
エンジニア

意思決定AI開発
コンサル AI

エンジニア

意思決定AI開発

¥ 共同開発費共同開発/
埋め込み

クライアントXX社

暗黙知PF

¥ 利用料実装/埋込

経営管理
意思決定AI

企画策定
意思決定AI

調達最適化
意思決定AI

実装
コンサル×
エンジニア

“動的平衡”マネジメントの展開による上記ビジネスモデルの基盤強化(経営者リレーション強化/企業哲学・匠AI化方法論)

AI AI AI AI AI

1 ２３

現在は Joint Initiative 型（JI 型）による経営人財の配置を進めており、一定の成果を得ています。しかし、

日本企業の中には当社がまだ関与できていない業界や企業が数多く存在するため、支援先をさらに拡大させて

いく方針です。

あわせて、現在は 3 つの「意思決定 AI」を共同開発しています。具体的には、企画支援を行う「グロービン

グくん」、会議を高度化する「AI 議事コン」、そして調達の最適化を図る「スペンドインテリジェンス」です。

これらをクライアントに使用してもらいながら、暗黙知プラットフォームの原型となるものを構築しています。

これらは共同開発費をいただく形で、コンサルティングフィーモデルとして収益化しています。
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企業説明

今後は、この暗黙知プラットフォームをレバレッジとして活用し、利用料課金によるビジネスモデルへと転換

していく計画です。

この暗黙知プラットフォームを活用することで、意思決定 AI の実装を迅速に進め、早期にビジネスインパク

トを創出することを目指しています。これが、私たちが取り組んでいるビジネスモデルの変革です。
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中期的な成長イメージ
今後は通常コンサルを極小化しながらJIによる経営人財配置と暗黙知PFを活用した利用料モデルへの変革を目指す

37 5713
22/5月期

26
23/5月期

4

24/5月期

24

25/5月期 26/5月期 27/5月期 28/5月期 29/5月期 30/5月期 31/5月期

13 26
41

81
118

AI関連(JI含む)
JIなど

(億円)

中期的な売上成長イメージ

26/5期・27/5期
は共同開発による
暗黙知PF構築期

暗黙知PFもレバレッジした
高成長/高利益モデルへ

実績 予想 成長イメージ

JIによる経営人財配備

創業以来、年率 80 パーセントから 100 パーセントという高い水準で成長を続けてきました。今後は AI 関連

の売上をさらに拡大させるため、まずは数年かけて暗黙知プラットフォームの構築に注力する考えです。

そこを起点として、高成長かつ高利益なモデルを確立します。コンサルタントの人数に依存しない、人の頭数

によらない成長を確実に実現していくことが、私たちの目指す姿です。

以上が、当社の企業概要と成長戦略の全体像です。

▲フィスコ　高井
田中様、ありがとうございました。

続きまして、著名投資家の DAIBOUCHOU さんに気になる質問をしていただきたいと思います。それでは、

DAIBOUCHOU さん、お願いいたします。
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	█質疑応答
●DAIBOUCHOU
DAIBOUCHOU です。よろしくお願いします。まず、コンサルティングといっても多種多様ですが、私の認

識では、AI 活用の必要性を感じながらも、社内の人間関係や立場の都合で変革が進みにくい顧客も多いと考

えています。貴社のコンサルタントは、そうした顧客を巻き込み、責任を持って変革を実現させる外部人材と

いうイメージを持っていますが、実際はいかがでしょうか。

■グロービング　田中様
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グロービングの目指す "経営OS" 
クライアント企業への経営OSの埋め込みを通じて、成長基盤としてクライアント企業の事業成長を支える

経営OS 企業の成長を支える①経営人財×②意思決定AI×③暗黙知PF
クライアント企業内でのGLB経営OSイメージ

全社横断/変革PJT
経営層

現場業務
オペレーション

営業 調達 製造 物流

経営管理
意思決定AI

中計策定
意思決定AI

企画策定
意思決定AI …

営業支援
意思決定AI

調達最適化
意思決定AI

設備保全
意思決定AI …

暗黙知PF

Data Transformation Engine

暗黙知AI化
Engine

インダストリ/ドメイン
ナレッジDBAI-PF

SCM

CRM

ERP G
LB

経
営OS

クライアント
GLB

1

2

2

3

クライアント
経営者

①経営人財
JIによる経営者の右腕送込み

②意思決定AI
ドメイン毎にコンサルノウハウを
組込んだ意思決定支援アプリ

③暗黙知PF
企業哲学・匠ノウハウのAI化
を爆速で実装するためのPF

×

×

AI

AIAI AI

AI

AIAI AI

おっしゃる通りです。当社は経営人財としてクライアントの組織に入り込み、AI 活用そのものを強力にドラ

イブしています。

我々がお手伝いさせていただいている領域では、AI 活用によって効率的になる、あるいは「効率化するので

人が少なくていい」ということだけではなく、それによって次の成長を手にしていきたいという経営者の方々

や、今いる人たちをより強くするための AI 活用などを、一緒に進めさせていただいています。

まさに、単に背中を押すというよりは、ビジネスインパクトをしっかりと出していくために、経営人財も入り

ながら AI 活用をドライブしていくということをさせていただいています。

●DAIBOUCHOU
つまり、AI を活用した成長戦略を後押ししているということですね。

■グロービング　田中様
その通りです。経営に対して非常に大きなインパクトを与える領域に関与しています。例えば、共同開発とは

別のプロジェクトですが、AI 活用によって 8,000 人規模の工数を要していた業務を、4,000 人で遂行可能に

する取り組みを行っています。これは単なる人員削減ではなく、業務自体の品質をさらに高めることも目的と

しています。また、クライアント企業内に眠る「匠のノウハウ」といった暗黙知を AI に学習させることで、

若手の育成に活用する仕組みも構築しています。これが結果として、企業の競争力を高めることにつながって

います。



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026 年 5月22日（金）グロービング株式会社×DAIBOUCHOU
277A  東証プライム  サービス業

08 19 09 19

質疑応答

●DAIBOUCHOU
そうなると、単純な知識提供型のコンサルティングに比べ、経営の内部に深く関与し、成長戦略の策定や人を

動かして結果に責任を持つようなコンサルタントは、AI には代替されにくいという理解でよろしいでしょうか。

■グロービング　田中様
おっしゃる通りです。企業経営において、経営者が最終的な意思決定を行う部分や、現場が実際に動いていく

部分は、基本的には AI に置き換えられないと考えています。一方で、その中間にあるホワイトカラーの業務

については、すべてではありませんが、ある程度は AI に置き換わっていくはずです。当社は、ビジネスイン

パクトを出すという結果に対して、人としても責任を持って介入しますし、同時に AI ツールも提供します。

その両輪で支援していくことが、私たちの役割です。

●DAIBOUCHOU
承知しました。AI が本格的に普及してきましたが、クライアントからの依頼や要望に変化はありますか。

■グロービング　田中様

© Globe-ing All Rights Reserved. 7

JIから発展し、AIを主軸に置くビジネスモデルへ転換
経営OS提供により、Biz効果をもとにした利用料課金モデルへ大きく転換し、人工ビジネスからの完全脱却を狙う

JIによる経営人財配置
(ナレッジ獲得/強化) 意思決定AI共同開発/

暗黙知PF構築・強化
暗黙知PFをレバレッジした

和製Palantir化•経営人財を経営者の右腕として配置し、
投資意思決定/事業実行に関与
JI経営人財は400~500人程度まで
拡大を目指す(日本国内)

•共同開発での意思決定AI(GLBくん、AI議
事コン、スペンドインテリジェンス)構築(数カ月)

•暗黙知PFの原型の確立/開発

•暗黙知PFにより意思決定AIの開発爆速化
(コンサル×エンジニアの和製FDEが開発)

•加えて、Bizインパクト早期導出を実現

▼現在 意思決定AI/暗黙知PFの進化

クライアントXX社

クライアントメンバー

クライアント
経営者

全社横断/変革PJT

出向
ナレッジ
蓄積/強化 ¥ コンサルフィー/

出向費用

コンサルフィーモデル 共同開発費モデル 利用料課金モデル
クライアントXX社

暗黙知PF

コンサル AI
エンジニア

意思決定AI開発
コンサル AI

エンジニア

意思決定AI開発

¥ 共同開発費共同開発/
埋め込み

クライアントXX社

暗黙知PF

¥ 利用料実装/埋込

経営管理
意思決定AI

企画策定
意思決定AI

調達最適化
意思決定AI

実装
コンサル×
エンジニア

“動的平衡”マネジメントの展開による上記ビジネスモデルの基盤強化(経営者リレーション強化/企業哲学・匠AI化方法論)

AI AI AI AI AI

1 ２３

そうですね。当社の「Joint Initiative 型（JI 型）」で経営人財を配置するニーズについては、変わらず非常に

強くあります。ただ、単なる調査業務などは AI で代替可能になったこともあり、そうした案件は減少してい

る印象です。もっとも、当社はもともと調査のみを請け負うことはなく、組織の内部に入って事業価値を高め

る支援を主としてきました。そのため、当社が手掛ける領域については、むしろニーズが高まっており、AI

の活用を含めてビジネスには追い風が吹いていると感じています。

●DAIBOUCHOU
なるほど。意思決定支援の AI を共同開発し、それをその後にプロダクトへと落とし込んでいく、という流れ

ですね。
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■グロービング　田中様
はい、その通りです。

© Globe-ing All Rights Reserved. 17

参考) 当社粗利率に見る生産性の高さ
上場AI企業、コンサルティング企業と比較しても当社は非常に高い水準と認識している

68%
63% 62%

58%
54%

50% 49%
45% 44%

36%

当社 A社 B社 C社 D社 E社 F社 G社 H社 I社

上場AI企業・コンサルティング企業の粗利率の比1)

注）1. 当社: 2025年5月期 A社～I社は直近期末の決算情報を採用。
2. 投資情報サイト「株探」におけるテーマとして「人工知能」「生成AI」などが設定されている企業をAI企業とし、当該テーマが設定されておらず、「ITコンサルティング」「コンサルティング」が設定されている企業をコンサルティング企業としている。

AI企業2)

コンサルティング企業2)

●DAIBOUCHOU
承知しました。次に、御社の事業構造について伺います。粗利率が 68 パーセントと、競合他社と比較しても

非常に高い生産性を維持されていますが、それでもなお、既存の「人工ビジネス」からの脱却を目指されてい

ます。なぜ、既存事業の延長線上では不十分だと考えているのでしょうか。

■グロービング　田中様

© Globe-ing All Rights Reserved. 15

AI共同開発＝人工ではなくAIケイパビリティをレバレッジした売上
GLBのAIケイパビリティをレバレッジした共同開発売上は、本来は投資コストとなる費用を売上化した人工を越えたビジネスモデル

共同開発PJTスキーム

•クライアントからは共同開発費をいただきながら、自社
IPとなるプロダクト開発を実施

•本来GLBとしての社内投資コストを、共同開発プロジェ
クト売上として売上化

クライアント企業

共同開発
意思決定AI
プロダクトIP ¥

共同開発費

意思決定AI
プロダクト利用

共同開発を可能にする
GLBケイパビリティ

社内開発済みの
AIプロダクト

暗黙知PF

ドメインナレッジ
(コンサルノウハウ) 上記スキームにより一人当たり売上高を

15.8百万円/年分向上

まず、高い粗利率を実現できている理由ですが、AI をレバレッジしてビジネスを展開している点が挙げられ

ます。クライアントから開発費用をいただきながら進める共同開発型の AI 開発が、利益率を押し上げる要因

となっています。また、社内でも AI を活用してサービス提供を効率化しており、その結果、1 人当たりの売

上も大幅に向上しています。
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AIで代替する対象業務
コンサルティング含むホワイトカラー/企画管理業務の900兆円～が将来的にはAIで代替される世界が来る

経営意思決定
(経営者)

ホワイトカラー/企画管理/コンサル業務
中間管理業務

財務分析

マーケ分析

900兆円～1)にAIでの
代替可能性がある

注) 1.ILOSTAT等より推定

(各国の該当の職業分類×平均収入×代替割合によって推定)

現場業務オペレーション
（生産、製造、営業廻り、在庫管理・・・等）

資料作成

リサーチ

KPI管理 ・・・

AI

人工型、つまり人の頭数に依存するビジネスについては、これまで申し上げた通り、ホワイトカラーの業務

や企画管理、コンサルティング業務の多くが AI に置き換わっていくと考えています。特に今年に入ってから

その傾向は顕著であり、当社としても強い兆候を感じています。当社はもともと人工商売ではなく、そこか

ら脱却したサービスの提供を目指しており、むしろ私たちの方から積極的にその変化を仕掛けている側面が

あります。

ここ数ヶ月でこの流れはさらに加速しており、当社にとっては大きな追い風となっています。一方で、既存の

プレイヤーにとっては非常に大きな脅威になりつつあるのではないかと見ています。

●DAIBOUCHOU
人の手による作業が次々と AI やプロダクトへ置き換わることで、1 人当たりの売上高が向上し、それに伴っ

て粗利率も改善しているというイメージでしょうか。

■グロービング　田中様
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AI活用により1人当たり売上を年間39.8百万から64.9百万円に向上
社内でのAI活用を推進することによって、1人あたり売上高は約3年間で約25.1百万円/年(63％)向上

1人当たり売上向上の内訳

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

１人当たり売上高（年換算,百万円）

25年5月期 26年5月期24年5月期23年5月期

※採用タイミング等により一定の変動が存在

約3年間で1人あたり売上高は
約25.1百万円/年(63%)向上

26/5期3Q
64.9百万円

23/5期1Q
39.8百万円

共同開発
による

売上増効果
(15.8百万円)

社内AI活用
による

効率化効果
(9.3百万円)

合計
25.1百万円 本来社内投資になるコストを共

同開発で売上化したことにより、
一人当たり売上向上(前頁詳述) 

社内開発AI(AI議事コン/提案
書レビューAI)による効率化/業
務高度化で9.3百万円分向上
(売上請求単価にも上乗せ)
社内AI利用促進で今後も継
続的に向上

社内開発AI
AI

例) AI議事コン
➢ 議論全体/個人の
点数付けによる会議
の生産性アップ

➢ ジュニアメンバーの
議事録作成工数を
70%以上削減

はい、おっしゃる通りです。AI の活用はもちろん、プロダクトによるレバレッジを効かせた売上が伸びてい

ることで、1 人当たりの生産性は飛躍的に向上しています。
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●DAIBOUCHOU
一般的に成長しているコンサルティング会社は、採用によって人数を増やし、それに伴って売上と利益が伸び

ていくイメージがあります。しかし、御社の場合は前年比 40 パーセント以上という非常に高い増収率に対し、

従業員数やコンサルタント数の増加が直近では横ばいに見えます。増員に頼らずにこれほどの事業拡大を達成

できた理由は、どこにあるのでしょうか。コンサルティング会社としては非常に興味深い点だと感じています。

■グロービング　田中様
先ほども触れましたが、まずは社内における AI 活用によって徹底的な効率化を図っている点が挙げられます。

加えて、共同開発による売上の拡大も大きく寄与しています。当社のビジネスは「人を 1 人配置していくら」

という計算ではなく、ビジネスインパクトとして確実な価値を提供することを重視しています。具体的には、

AI ツールの実装や新規ビジネスの立ち上げなどを通じて価値を生み出しているため、人数を増やさずとも 1 人

当たりの売上高を大幅に引き上げることができています。これが、人員数に依存しない成長の要因です。

●DAIBOUCHOU
そうしますと、クライアントからいただく報酬も、投入した人数ではなく、創出した結果に基づいて得られて

いるということでしょうか。

■グロービング　田中様

© Globe-ing All Rights Reserved. 19

JIから発展し、AIを主軸に置くビジネスモデルへ転換
経営OS提供により、Biz効果をもとにした利用料課金モデルへ大きく転換し、人工ビジネスからの完全脱却を狙う

JIによる経営人財配置
(ナレッジ獲得/強化) 意思決定AI共同開発/

暗黙知PF構築・強化
暗黙知PFをレバレッジした

和製Palantir化•経営人財を経営者の右腕として配置し、
投資意思決定/事業実行に関与
JI経営人財は400~500人程度まで
拡大を目指す(日本国内)

•共同開発での意思決定AI(GLBくん、AI議
事コン、スペンドインテリジェンス)構築(数カ月)

•暗黙知PFの原型の確立/開発

•暗黙知PFにより意思決定AIの開発爆速化
(コンサル×エンジニアの和製FDEが開発)

•加えて、Bizインパクト早期導出を実現

▼現在 意思決定AI/暗黙知PFの進化

クライアントXX社

クライアントメンバー

クライアント
経営者

全社横断/変革PJT

出向
ナレッジ
蓄積/強化 ¥ コンサルフィー/

出向費用

コンサルフィーモデル 共同開発費モデル 利用料課金モデル
クライアントXX社

暗黙知PF

コンサル AI
エンジニア

意思決定AI開発
コンサル AI

エンジニア

意思決定AI開発

¥ 共同開発費共同開発/
埋め込み

クライアントXX社

暗黙知PF

¥ 利用料実装/埋込

経営管理
意思決定AI

企画策定
意思決定AI

調達最適化
意思決定AI

実装
コンサル×
エンジニア

“動的平衡”マネジメントの展開による上記ビジネスモデルの基盤強化(経営者リレーション強化/企業哲学・匠AI化方法論)

AI AI AI AI AI

1 ２３

ビジネスモデルとして、現時点では完全な成功報酬型を採用しているわけではありません。しかし、プロジェ

クト開始時に「どれだけのビジネスインパクトを出すか」をクライアントと十分に協議しています。人数を基

準にするのではなく、私たちが成すべきことを遂行するための対価としてフィーをいただくのが現在の基本形

態です。これは共同開発型においても同様です。今後は、さらにビジネスモデルを転換し、先ほど申し上げた

ような利用料課金の比率をより高めていくことを目指しています。

●DAIBOUCHOU
承知しました。次に、投資家が御社の「人工ビジネスからの脱却」や企業の成長性を判断するための KPI（重要

業績評価指標）について伺います。順調に推移しているかを分析する際、どのような指標に注目すべきでしょうか。
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■グロービング　田中様
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KPIハイライト
主要KPIも概ね計画通り進捗

注）1. 調整後コンサルタント人員数は、弊社のコンサルティング業務に関与する役職員 (取締役含む)の合計から、GLB Intelligenceにアサインされたコンサルタントを控除して計算。なお、GLB Intelligenceにアサインされているコンサルタント数については、2025年5月期よりFTE(Full Time Equivalent)換算の人員数を採用。2024年5月期以前においては、工数計測を実施して
いないことから、FTE換算していないGLB Intelligence にアサインされたコンサルタント人員数の実人数。したがって、2024年5月期以前の調整後コンサルタント人員数は経営管理上の参考値として掲載; 2. コンサルタント平均年収は、弊社のコンサルティング業務に関与する取締役の役員報酬を含み、GLB Intelligenceにアサインされているコンサルタントを除くコンサルタントの年収の
平均; 3. GLB連結売上の内、①クライアントの内部に入り込み（出向含む）、CxOクラスへの報告を弊社が担っている、又は②クライアントのコンサルティング予算立案に弊社が関与しているプロジェクトに関する売上高(金額ベース)。従来型コンサルティングの売上を除く; 4. GLB連結売上の内、①提案書の検討事項でAIに言及しているもの、又は②報告書などでAIの検討が含まれて
いるプロジェクトに関する売上高の占める比率(金額ベース)

26年5月期3Q 変動要因

• グローバルのAI市場動向を踏まえ、コンサ
ルタント職の採用を一時抑制した結果、
自然退職によりコンサルタント数は減少

•新卒社員稼働によりジュニア比率増も、
高い平均年収は引き続き維持

•長期的関係構築を狙う戦略アカウント拡大
やAI事業との共同開発案件により、JI比
率も四半期としては過去最高水準を達成

• AI事業をテコにした共同開発もあり、
AI関連プロジェクト受注も順調に拡大

• より実態を説明可能なKPIを検討中

主要KPI
24年5月期

調整後
コンサルタント数1)

コンサルタント
平均年収2)

Joint Initiative
売上比率3)

(実額)

AI関連売上比率4)

(実額)

119名

1,974万円

30%
(12.4億円)

11%
(4.7億円)

25年5月期

178名

2,012万円

44%
(36.0億円)

30%
(24.7億円)

26年5月期3Q26年5月期上期

194名

2,009万円

55%
(31.1億円)

45%
(25.1億円)

191名

2,004万円

61%
(18.7億円)

50%
(15.5億円)

これまで公開してきた KPI については、コンサルタントの人数や平均年収、Joint Initiative としてクライア

ントに入り込んでいる比率、そして AI 関連の売上などを提示してきました。

ただ、この「AI 関連売上」という項目については、少々ミスリーディングな部分もあるのではないかと考え

ています。そのため、今後はこの指標の見直しを検討していく可能性があると考えています。

人数に関しては、先ほど申し上げた通り、人員増に頼らずとも売上が伸びる構造を構築しており、1 人当たり

の売上高を確実に伸ばす方針で動いています。
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既に入り込み始めている業種に加え、半数以上の未開拓の業種も併せて、将来4-500人の経営人財の送り込みを目指す

将来のJIでの送り込み想定人数：400～500人(日本国内)

(33業種1)×Top3社の計99社に5人/社の経営人財を送りこむ想定)

JIの業種展開

水産・農林業鉱業金属製品 倉庫・運輸
関連業

ガラス・
土石製品海運業

建設鉄鋼電気機器 情報・通信業卸売業
（商社、等） 小売業輸送用機器

（自動車、等） 銀行業 保険業

繊維製品機械 空運業パルプ・紙精密機器 その他製品
（日用品、等）電気・ガス業 証券・商品

先物取引業不動産業

食料品非鉄金属化学 医薬品石油・石炭
（エネルギー、等） ゴム製品 陸運業 その他金融業

（リース、等）
サービス業

(人材、等）

業種内売上上位3社のうち
1社以上と取引がある業種 売上上位3社とは取引実績がない業種

注）1.証券コード協議会の「33業種分類」。EDINET（金融庁）内の「有価証券報告書」および「決算短信」の各社の公式IR資料から、親会社株主に帰属する「連結実績数値」を
抽出して売上合計の大きい上位3社と弊社の取引実績を突合。業種の並びは上位3社の売上合計が多い順（左上→右下）

広大な
未開拓
市場

xx : 3社中1社と取引あり
xx : 3社中2社と取引あり
xx : 3社中3社と取引あり

凡例

１

今後については、AI 活用の趨勢もある程度見えてきた部分があります。コンサルタントに関しては、まだ網

羅できていない業界の知見を豊富に持つシニアメンバーを中心に採用し、まずは体制を強化していきます。そ

の上で、我々が参入できる業界やクライアントを拡大していく方針です。

その過程で、コンサルタントの人数も日本国内で 400 名から 500 名程度まで増やしていけると考えています。

ただ、一気に拡大するのではなく、段階的に増員しながら、売上もしっかりとそれに伴わせて拡大させていく

ことを狙っています。

したがって、今後の KPI としては、1 人当たりの売上高や人員数に加え、共同開発案件の数も随時公表して

いく予定です。また、ビジネスモデルの転換点となる、利用料課金モデルへの移行状況についても、しっかり

と示していく必要があると考えています。
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●DAIBOUCHOU
承知いたしました。それでは、先ほど「AI 関連売上の比率では少々ミスリーディングである」というお話が

ありましたが、投資家としてはどのような点に注意して判断すべきでしょうか。

■グロービング　田中様

© Globe-ing All Rights Reserved. 13

GLBのビジネスモデルの進化
AIで効率化された新しいサービスモデルに加え、AIを主軸に置くサービス提供/ビジネスモデルで人工ビジネスからの脱却を狙う

狙い

JIによる
経営人財送り込み AIテーマ推進 AI共同開発 意思決定AI/

暗黙知PF提供
通常
コンサル

経営
OS

非AI関連売上(54%) AI関連売上(46%)

売上46億円
(54%)

売上23億円
(26%)

売上17億円
(20%)

将来の
売上の柱

• コンサルタント業務をAIで徹底的に
効率化したうえで提供

•上記を前提に主要33業種の
TOP3社に経営人財を送込み、
AIテーマ導出/共同開発/PF提供
に繋げる

•骨太なAI案件リードを
獲得し共同開発へ繋ぐ
➢ 大きなBizインパク
トを創出するテーマ

➢ 暗黙知AI化による
ノウハウ伝承テーマ

• AI-PFの構築に繋がる
AI活用テーマはクライア
ントと共同開発
➢ 製造業×調達、
製造業×企画、等
テーマ毎に共同開発

• AI-PFを活用しGLBノウハウの
詰まった意思決定AI(個別AIプ
ロダクト)を爆速で実装

•利用料金型のビジネスモデルへ
の転換

達成
状況

•過去3年で一人あたり売上63%UP
(共同開発による押上げも含む)

•主要33業種のうち7業種を支援中

• 3つのプロダクトを共同
開発中（一部は特許
取得済）

•主要なコンポーネントの原型は
構築済み

AIで効率化された
新しいコンサルティングサービス AIを主軸に置くサービス提供/ビジネスモデル

• 26年5月期では46プロ
ジェクト受注済

“動的平衡”マネジメントの展開による上記ビジネスモデルの基盤強化(経営者リレーション強化/企業哲学・匠AI化方法論)

今回お示ししている通り、第 3 四半期までの累計で、売上の約 46 パーセントが AI 関連となっています。そ

の内訳には、AI 活用のテーマ推進に関するものと、AI の共同開発に関するものが含まれています。今後、利

用料課金モデルへと移行していくのは、主にスライド右側に記載している共同開発の部分です。この領域がど

の程度の割合を占めているかを注視していただく必要があります。単に「AI 関連売上」という総称だけでは

実態が把握しづらいため、内訳を精査すべきであるという意味で「ミスリーディング」と申し上げました。

●DAIBOUCHOU
なるほど。総額ではなく、その中身をしっかりと確認する必要があるということですね。

■グロービング　田中様
はい、その通りです。

●DAIBOUCHOU
そうすると、AI 関連の売上の中でも、徐々に右側の領域（共同開発やプラットフォーム）へシフトしていく

ことが望ましいということでしょうか。

■グロービング　田中様
その通りです。「AI テーマ推進」の中にも、将来的な共同開発の種になるものや、プラットフォームおよび意

思決定 AI につながる案件が数多く含まれています。そのため、AI テーマ推進も同様に重要ではありますが、

共同開発を経て、さらにそれを利用料課金へとつなげていく流れを増やしていくことが、今後の最重要事項で

あると考えています。
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●DAIBOUCHOU
よく分かりました。次に AI プロダクトについて伺います。「グロービングくん」「AI 議事コン」「スペンドイ

ンテリジェンススイート」といった製品を展開されていますが、同様の AI プロダクトは他社からも多く提供

されています。その中で、貴社の競合優位性はどこにあるのでしょうか。

■グロービング　田中様
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意思決定AI/暗黙知PFの現状と今後
将来的には広範なカバー領域となる意思決定AI/暗黙知PFの領域の中で、現在は一部領域での共同開発を推進中

今後追加開発可能性有

金融製薬業プロセス産業組立製造業

データソース
(情報源)

データインテ
グレーション
(収集)

セマンティック
(意味づけ)

ディシジョン
(意思決定)

アクション
(実行)

経営/
企画

営業 調達 製造
(設備・
検査
等
含む)

物流 R&D コーポ

ERP会議 CRM MES Excel ・・・S&OP

AI-PF

の
レ
イ
ヤ
ー

意思決定AI/暗黙知PFのカバー範囲と現状開発中プロダクト 現状と今後の展開

暗黙知PFの
完成

意思決定AIの
領域/業界の
横展開

今
後

現
状

共同開発
による
基盤構築

• 3プロダクトを共同開発中
➢ AI議事コン、グロービングく
ん、スペンドインテリジェンス

•共同開発から横展開可能な
ノウハウ抽出、IP確保

•現状は、共同開発により
一部機能の先行実装開始

•今後2-3年程度で、暗黙知
AI化エンジンとデータ変換エ
ンジンの基本機能完成

•営業・製造・HRなどへのAIア
プリ開発のドメイン横展開

•加えて、プロセス産業や金融な
どクライアント業界横展開

G
LB

の
主
戦
場

AI議
事
コン

グ
ロ
ー
ビン
グ
くん

ス
ペ
ン
ドイ
ン
テ
リジ
ェン
ス

暗黙知
PF

AI

AI
AI

AI

AI

HR

当社は、AI プラットフォームを「データソース（情報源）」「データインテグレーション（収集）」「セマンティッ

ク（意味付け）」「意思決定」「実行サポート」というレイヤーで捉えています。

まず「AI 議事コン」についてですが、当社はシステム化されたデータだけでなく、会議そのものも企業にとっ

て重要な情報源であると考えています。会議からデータを収集し、その意味付けを統一した上で意思決定のサ

ポートまでつなげる点が特徴です。また、企画業務においてデータを統合・分析し、意思決定を支援するのが

「グロービングくん」、調達領域を最適化するのが「スペンドインテリジェンススイート」です。現在、これら

3 つの意思決定 AI を共同開発として進めています。
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開発中の意思決定AI(AIプロダクト)
各プロダクトとも、共同開発の中で効果創出をし始めている。一部プロダクトは特許化／特許査定まで完了している

AI議事コン グロービングくん スペンドインテリジェンス
経営資料準備(審議事項～資料
作成)工数を50%削減

効果
見込み
（例）

イメージ

会議時間の30%、議事録作成／タス
ク管理の50%、無駄な会議の20％
の削減

売上1兆円規模の会社で、削減ポテン
シャルが数百億円程度存在する可能性

特許化

経営会議資料のレビュー結果です。
スコア：65/100点（要修正）
レビューコメント
•外部環境の分析結果の言及が不足しています。
関連市場の分析結果を載せる方が望ましいです。

•過去の議事録では「事業の成長性を明確に発信
すること」との言及があるため、成長性の分析結果
を入れてください。

•部門の予算上限（X,XXX万円）を超過している
ため、本部長のコメントが必要です。

• ・・・「
ネクストアクション
・・・

前提条件踏まえた資料作成のポイント整理／
ドラフトへのレビュー

調達コスト最適化のノウハウをプロダクト化して提示
（調達戦略立案、見積作成・比較、支出最適化戦略
～サプライヤ評価までの情報を集約するDB）

会議データを活用し、議事録作成の効率化に加えて、
会議の無駄の原因特定／人財育成

特許査定済
登録手続き中

当社の強みは、それぞれのプロダクトがクライアントの現場で確実にビジネスインパクトを創出できている点

にあります。例えば「AI 議事コン」では、会議時間の 30% 削減や議事録作成・タスク管理の 50% 削減、さ

らに無駄な会議の 20% 削減を目指しています。「グロービングくん」では経営資料の準備工数を 50% 削減で

きる見込みが立っており、「スペンドインテリジェンス」では売上 1 兆円規模の企業において数百億円規模の

コスト削減ポテンシャルを見出しています。

このように、具体的なビジネス価値を出すツールとして提供できていることが大きな強みです。

これらの成果を創出するためには、単に既成のツールを横展開するだけでは不十分です。我々はクライアント

のビジネスを深く理解した上で、コンサルティングに近いアプローチで現場のオペレーション自体の変革を支

援しています。ツールを提供することに加え、それが真に活用される環境までをトータルで構築する。このプ

ロセスを通じて確実なビジネスインパクトを生み出す実行力こそが、当社の最大の強みであると考えています。
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意思決定AI/暗黙知PFの現状と今後
将来的には広範なカバー領域となる意思決定AI/暗黙知PFの領域の中で、現在は一部領域での共同開発を推進中

今後追加開発可能性有

金融製薬業プロセス産業組立製造業

データソース
(情報源)

データインテ
グレーション
(収集)

セマンティック
(意味づけ)

ディシジョン
(意思決定)

アクション
(実行)

経営/
企画

営業 調達 製造
(設備・
検査
等
含む)

物流 R&D コーポ

ERP会議 CRM MES Excel ・・・S&OP

AI-PF

の
レ
イ
ヤ
ー

意思決定AI/暗黙知PFのカバー範囲と現状開発中プロダクト 現状と今後の展開

暗黙知PFの
完成

意思決定AIの
領域/業界の
横展開

今
後

現
状

共同開発
による
基盤構築

• 3プロダクトを共同開発中
➢ AI議事コン、グロービングく
ん、スペンドインテリジェンス

•共同開発から横展開可能な
ノウハウ抽出、IP確保

•現状は、共同開発により
一部機能の先行実装開始

•今後2-3年程度で、暗黙知
AI化エンジンとデータ変換エ
ンジンの基本機能完成

•営業・製造・HRなどへのAIア
プリ開発のドメイン横展開

•加えて、プロセス産業や金融な
どクライアント業界横展開

G
LB

の
主
戦
場

AI議
事
コン

グ
ロ
ー
ビン
グ
くん

ス
ペ
ン
ドイ
ン
テ
リジ
ェン
ス

暗黙知
PF

AI

AI
AI

AI

AI

HR

●DAIBOUCHOU
なるほど。では、この図にあるオレンジ色の円の部分が、今後次々とリリースされる予定のプロダクトという

ことでしょうか。将来的には、企業活動の全体を貴社の AI プロダクトで代替し、より効率化できるようにし

ていきたいという狙いですか。
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■グロービング　田中様
はい、おっしゃる通りです。オレンジ色で示している部分は、まだ私たちが着手できていない、あるいは開発

途中の領域です。しかし、こうした分野にも非常に強いニーズがあり、多くの引き合いをいただいています。

今後はこれらの中から共同開発を進め、さらにツールを展開していくことで、企業全体の変革を支援していく

計画です。

●DAIBOUCHOU
クライアントとの AI 共同開発で得たノウハウの蓄積は、「暗黙知プラットフォーム」として大きな競合優位

性になるはずです。そこで伺いたいのですが、こうした顧客のノウハウを、貴社はどこまで活用できる契約に

なっているのでしょうか。

■グロービング　田中様
基本的には「AI 議事コン」も「グロービングくん」も「スペンドインテリジェンススイート」も、当社がコ

ンサルタントとして培ってきたノウハウが凝縮されたものです。そのため、共同開発に着手する前に、どの部

分が当社の知的財産（IP）として残り、どの部分をクライアントが保有するのかを明確に切り分けています。 

実態としては、大部分を当社が保有する形で契約を締結しており、他社への展開も含めて活用できる状態にあ

ります。
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暗黙知PFとは(2/2) – 意思決定AI/暗黙知PFの構成要素

暗黙知PFの構成要素

暗黙知PF

電機
×
調達

自動車
×
営業

自動車
×
製造

石油
×
製造

①インダストリ/ドメインナレッジ

・・・

②暗黙知AI化エンジン

・・・グロービング
くん

(C社専用)

グロービング
くん

(B社専用)

グロービング
くん

(A社専用) グロービング
くん

(C社専用)

グロービング
くん

(B社専用)

AI
議事コン

(A社専用) グロービング
くん

(C社専用)

グロービング
くん

(B社専用)

スペンド
インテリジェンス
(A社専用)

③Data Transformation Engine

LLM
エンジン

Data
Storage ERP CRM ・・・

暗黙知
AI化
エンジン

インダストリ/
ドメインナレッジ

DB

データ変換
エンジン

ビジネス効果を
創出する
意思決定AI

•ビジネス課題に即して、目に見える効果を
創出する個別アプリとしての意思決定AI
➢将来的にはターンキーソリューションと
してすぐに使える形での提供を目指す

•業界×領域の実務知見を蓄積し、ビジネ
スインパクトを最大化するための、ビジネス
の現状に即した最適なソリューション提案
を実現

•共同開発で既に実証済みの、暗黙知を
AI化する方法論を埋め込み

•将来的にはAIとの対話で暗黙知をAI化
するエージェントへの落とし込み

•SAPなど各種基幹システムや、個別システ
ムのデータを高速で統合
➢各データの意味づけの統一など、共
同開発で得た知見で構築準備中

アウトプット

インプット
匠 匠 匠 匠

AI AI AI AI
AI

2
3

「暗黙知プラットフォーム」について、さらに補足させていただきます。私たちが「暗黙知プラットフォーム」

と呼んでいるものは、前述した企画サポートツールの「グロービングくん」や「AI 議事コン」、「スペンドイ

ンテリジェンス」といった各ソリューションの基盤となるものです。これらをクライアントと共同開発する過

程で、業界ごとの知見や、例えば自動車業界の製造部門、あるいは電機業界の調達部門といった領域（ドメイ

ン）ごとのナレッジを蓄積しています。それはコンサルタントとしてのデューデリジェンス（DD）能力に裏

打ちされた知見に近いものです。

また、クライアント企業の中に眠っている「暗黙知」を、コンサルタントがインタビューを通じて AI 化して

いくプロセスを、実際の共同開発の中で実施しています。私たちはこの手法をすでに確立しているため、今

後は優秀な熟練層の方々と AI が対話することで、その暗黙知の抽出を自動化できる「暗黙知 AI 化エンジン」

のようなものを構築していこうと考えています。
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質疑応答

さらにデータ変換の領域についても、クライアントが保有する多様な基幹システム等のデータにおいて、定義

は同じであっても意味が全く異なるという課題が頻繁に発生します。これまではコンサルタントが分析の過程

で精緻に紐解いてきた作業ですが、ここについても自動化するエンジンを開発していく予定です。

これら 3 つの要素を備えているものが、私たちの定義する「暗黙知プラットフォーム」です。共同開発を通

じて知見を固めてきたこの部分をプラットフォーム化することで、その上に乗るソリューションの開発スピー

ドを飛躍的に高められると考えています。この体制が整えば、導入からわずか数週間という極めて短期間でビ

ジネスインパクトを創出するような、迅速な AI 導入が実現できると見込んでいます。

●DAIBOUCHOU
そうなると、単にお客さんの仕様に合わせて作る「受託開発」というよりは、貴社が持つノウハウを、お客さ

んの要望や環境に合わせてうまく適応させ、カスタマイズしていくというイメージでしょうか。

■グロービング　田中様
はい、まさにおっしゃる通りです。私たちは、例えば「組み立て製造業」「プロセス産業」「製薬」「金融」といっ

た業界ごとのオペレーションやビジネス構造を深く理解しています。どこを突けば最大のビジネスインパクト

が出るのかを熟知した上で導入を進めるため、私たちが持つノウハウを即座に価値へと転換できる。そこが私

たちの真の強みだと考えています。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。続いて、上場に関する質問です。御社は非常にキャッシュが残りやすい事業環境にあ

り、現在 60 億円以上の現預金を保有されているかと思います。この資金を今後どのように活用される予定で

しょうか。また、配当も開始されましたが、自社株買いなど、その他の株主還元策についてのお考えもお聞か

せください。

■グロービング　田中様
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「資本コストや株価を意識した経営」の実践に向けた対応方針
高い資本収益性を実現する一方、今後の内部留保の積み上がりによる資本効率低下リスクを経営課題として認識。
成長投資と株主還元の最適バランスを重視し、継続的かつ規律ある株主還元を実施

48.8%

25/5期4Q

48.2%

26/5期1Q

51.6%

26/5期2Q

51.1%

26/5期3Q

ROE推移

10.7

25/5期4Q

15.7

26/5期1Q

11.6

26/5期2Q 26/5期3Q

8.5

PBR推移

株主資本コスト10-12%程度

キャピタル・アロケーションの方針

株主還元方針
◼ 年間2回の配当実施
◼ 年間配当性向30%目安
◼ 増益による累進配当の実現

2026年5月期連結業績予想及び1株当たり配当金
1株あたり配当金 15円
配当性向(今期は下期分のみ実施) 15%
配当利回り (4月10日終値ベース) 0.6％

上記株主還元を実施する一方、その他の資金については
AI事業における開発投資やM&A、機動的な自社株式
取得等中長期的な企業価値向上のための成長投資に
向け確保する方針

おっしゃる通り、当社のビジネスはキャッシュフローが非常にプラスになりやすい構造であり、現時点で手元

資金も積み上がっています。この資金については、まずは成長投資にしっかりと振り向けていく方針です。
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質疑応答

株主還元については、すでにご案内している通り、配当性向 30 パーセントを目安として年 2 回の配当を実施

する計画です。今期（2026 年 5 月期）については、配当開始初年度ということもあり、期末一括で 1 株当た

り 15 円を予定していますが、次年度以降は中間・期末の年 2 回実施し、増益に伴う累進的な配当を目指して

いきます。

また、成長投資や M&A も積極的に検討していきますが、それでもなおキャッシュが蓄積されていくと見てい

ます。そのため、自社株買いを含めた企業価値向上のための施策についても、状況を見ながら柔軟かつ積極的

に検討していきたいと考えています。

●DAIBOUCHOU
そうですね。最近は AI の脅威などが意識されて株価が厳しい局面もあるかと思いますので、ぜひ自社株買い

などで支えていただけると株主としても心強いです。

さて、次の質問ですが、今年 4 月 30 日にプライム市場へ昇格されました。プライム上場による人財採用や営

業活動への影響については、どの程度の実感がありますか。

■グロービング　田中様
おかげさまで、無事にプライム市場への移行を果たすことができました。ゴールデンウィーク期間を挟んだこ

ともあり、現時点ですぐに数字として表れているわけではありませんが、やはり「信用力」の向上は非常に大

きいと感じています。

当社の主力である「Joint Initiative 型（JI 型）」の支援は、経営人財をクライアントの深部へ送り込むモデル

です。私たちが対峙しているのは日本を代表するような大手エンタープライズ企業ですので、名実ともに「プ

ライム上場企業」として、しっかりとしたガバナンスを備えた組織のメンバーが関与することは、クライアン

トに大きな安心感を与えます。

また、人財採用の面でも極めてポジティブな影響が出ています。「日本企業を強くする」という当社のパーパ

スに共感し、かつプライム上場企業という安定した基盤で挑戦したいという優秀な層からの関心が高まってい

ます。今回の市場変更を機に、クライアント獲得と採用の両面でさらなる加速を実現できると確信しています。

●DAIBOUCHOU
承知いたしました。ありがとうございます。今後の御社のさらなる成長に注目させていただきます。本日はど

うもありがとうございました。

■グロービング　田中様
ありがとうございました。
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	█終わりのあいさつ
▲フィスコ　高井
田中様、DAIBOUCHOU 様、本日はありがとうございました。

最後に、田中様と DAIBOUCHOU 様からごあいさつをいただきたいと思います。

それでは、まず田中様、お願いいたします。

■グロービング　田中様
田中：本日は誠にありがとうございました。

お話しさせていただきました通り、当社はプライム市場への上場を果たし、新たなステージに立っております。

これまで取り組んできた「AI を活用して日本企業を強くする」というミッションを、今後はさらに加速させ

ていく決意です。

将来的には、この日本で培った独自のモデルを海外へ展開していくことも視野に入れ、長期的な成長を実現す

るための歩みを止めることはありません。投資家の皆様におかれましては、ぜひ当社の挑戦を中長期的な視点

で見守り、サポートしていただければ幸いです。

今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。

▲フィスコ　高井
ありがとうございます。DAIBOUCHOU 様、本日の対談はいかがでしたでしょうか。

●DAIBOUCHOU
日本の大企業において AI 活用による生産性向上が加速する中、貴社が経営層に深く関与し、その動きを強力

に支援されている様子を拝見いたしました。AI の台頭を逆風とするのではなく、むしろ成長の「追い風」と

して事業を推進されている現状を理解し、今後のさらなる飛躍を期待しております。

▲フィスコ　高井
ありがとうございました。これにて対談は終了とさせていただきます。皆様、ご視聴いただき誠にありがとう

ございました。
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